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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
町

行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
６
月
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
地

震
や
７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
例
年
よ
り

早
い
時
期
か
ら
の
度
重
な
る
台
風
襲
来
な

ど
、
災
害
と
災
害
の
間
が
あ
ま
り
に
短
く
、

自
治
体
に
よ
る
安
全
確
保
の
た
め
の
早
期

対
策
が
求
め
ら
れ
、
日
頃
の
防
災
・
減
災

意
識
の
向
上
が
改
め
て
問
わ
れ
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
本
町
に
お

き
ま
し
て
も
数
々
の
教
訓
を
胸
に
刻
み
、

防
災
施
策
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
で
も
町
民
の
皆
様

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
様
々
な
媒

体
に
よ
る
正
確
な
情
報
発
信
を
行
い
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
５
月
に
は
天
皇
陛
下
の
譲
位
に
伴

い
新
元
号
に
変
わ
り
ま
す
が
、
時
代
の
流

れ
と
と
も
に
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

暮
ら
し
の
多
様
化
が
進
む
中
で
年
々
高
度

化
・
複
雑
化
し
て
い
る
地
域
課
題
に
対
し
、

柔
軟
に
変
化
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
の
石
井
幼
稚

園
新
園
舎
開
園
に
続
き
ま
し
て
、
そ
の
他

の
老
朽
化
が
進
む
公
共
施
設
の
管
理
計
画

策
定
や
、
学
区
制
の
見
直
し
、
火
葬
場
の

広
域
整
備
に
つ
い
て
も
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
は
石
井
町
総
合
戦
略
に
お

け
る
事
業
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
。
誰
も
が
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や

す
い
町
の
実
現
の
た
め
、
健
全
か
つ
実
効

性
の
あ
る
予
算
編
成
を
堅
持
し
つ
つ
、
福

祉
や
教
育
の
充
実
、
農
産
業
の
活
性
化
、

生
活
道
路
改
良
な
ど
、
様
々
な
社
会
生
活

基
盤
の
整
備
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
本

町
の
地
方
創
生
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
総
仕
上
げ
と
し
て
そ
の
成
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
庁
職

員
一
丸
と
な
っ
て
懸
命
に
事
業
実
施
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
２
０
１
９
年
が
町
民
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち

た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

石
井
町
長　
　

小
林　

智
仁

２０１９年　新年のごあいさつ
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議

会
活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
人
口
減
少
社
会
に
応
じ
た
議

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
有
識

者
研
究
会
が
全
国
一
律
の
仕
組
み
か
ら
転

換
し
、
議
会
の
形
を
大
き
く
変
え
る
地
方

議
会
改
革
案
を
公
表
し
、
今
後
の
議
会
制

度
に
対
し
物
議
を
醸
す
な
ど
地
方
議
会
へ

の
注
目
が
高
ま
っ
た
年
で
あ
り
、
改
め
て

地
方
自
治
の
意
義
と
重
要
性
を
認
識
し
、

本
町
の
一
層
の
発
展
と
地
方
自
治
の
伸
展

を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ

ら
れ
る
年
で
し
た
。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
社
会
情
勢
は
、
景

気
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
少

子
・
高
齢
化
や
過
疎
化
、
本
格
的
な
人
口

減
少
社
会
が
到
来
し
、
地
域
の
活
力
の
減

退
が
危
惧
さ
れ
、
ま
た
、
自
然
災
害
が
日

本
各
地
で
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
産
業
の
低
迷

や
若
年
人
口
の
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
選

ば
れ
る
ま
ち
石
井
町
」
の
実
現
を
目
的
と

し
た
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
取

り
組
み
に
よ
り
、
転
入
者
数
が
転
出
者
数

を
上
回
る
「
社
会
増
」
に
な
る
な
ど
そ
の

効
果
が
現
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
引

き
続
き
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
気

を
緩
め
ず
に
、
よ
り
一
層
、
行
動
す
る
と

と
も
に
自
治
能
力
を
高
め
、
都
市
と
共
生

し
う
る
社
会
に
向
け
行
動
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
つ
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
今
日
、
常
日

頃
か
ら
災
害
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
今
後
と
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
大
切

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
課
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
町
民
生

活
の
実
現
に
向
け
て
、
町
執
行
部
に
対
し

て
政
策
の
提
案
や
各
種
施
策
・
事
業
の
推

進
・
検
証
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
平
和
で
、
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
で
実
り
多
く
、

大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

石
井
町
議
会
議
長　
　

後
藤　

忠
雄

２０１９年　新年のごあいさつ
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、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
エ
ン
ブ
レ
ム
と
し
て
も
話
題

に
な
っ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
の
源
「
藍
」。
藍

の
青
は
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
統
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
か
ら
、
徳
島
県
で
は
藍
の
染
料
で
あ
る
「
蒅
」
づ
く

り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
富
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

吉
野
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
地
域
は
、
稲
作
が
困
難
で

あ
っ
た
一
方
で
、
洪
水
が
も
た
ら
し
た
肥
沃
な
土
壌
が
藍
の

栽
培
に
適
し
て
い
た
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
、
阿
波
藍

が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
石
井
町
の
北
部
地

域
は
、
徳
島
を
代
表
す
る
藍
の
一
大
生
産
地
の
ひ
と
つ
で
し

た
。

　
蒅
づ
く
り
を
す
る
「
藍
師
」、蒅
を
全
国
に
販
売
し
た
「
藍

商
」
は
、
そ
の
生
業
に
適
し
た
「
藍
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
つ

く
り
の
家
に
住
み
ま
し
た
。
武
知
家
住
宅
も
そ
の
よ
う
な
藍

屋
敷
の
ひ
と
つ
で
す
。
県
内
で
も
有
数
の
大
き
な
屋
敷
で
あ

り
、
全
体
が
ほ
ぼ
完
全
に
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的

に
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
高
い
歴
史
的
価
値
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
10
月
19

日
に
文
化
審
議
会
が
出
し
た
答
申
に
よ
り
、
武
知
家
住
宅
は

国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
る
こ
と
が
内
定
し
ま
し
た
。
嘉
永

４
年
（
１
８
５
１
年
）
か
ら
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）
に

か
け
て
建
て
ら
れ
た
12
棟
の
建
物
群
と
そ
れ
ら
が
建
つ
敷
地

が
、
将
来
的
に
国
指
定
と
な
り
ま
す
。

武
知
家
住
宅 

～

国
指
定
重
要
文
化
財
に
内
定
～

今
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間
口
８
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
33
メ
ー
ト
ル
の
木
造
瓦
葺
２

階
建
で
文
政
年
間
に
建
設
さ
れ
た
武
知
家
は
、
藍
商
と
し
て

「
天
元
」
の
屋
号
で
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
明
治
中
期
以
降
、

海
外
か
ら
の
人
工
藍
の
流
入
に
よ
り
、
阿
波
藍
は
衰
退
し
ま

す
が
、
天
然
藍
染
料
製
造
の
伝
統
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
藍
の
寝
せ
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
武
知
家
で

は
、
阿
波
の
隆
盛
を
支
え
た
日
本
の
青
色
が
、
今
も
な
お
作

り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

間
取
り
図

悠久の歴史を

　　感じる藍屋敷宝庫

庫蔵

離れ

伝い
主屋

通門

東藍床

西藍床

下部家

作男部屋

寝床
倉廩
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●
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
９
月
４
日
に
発
生
し

た
石
井
駅
北
団
地
に
お
け
る
波
板

の
飛
散
に
よ
る
自
動
車
損
傷
事
故

に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
決

定
及
び
和
解
を
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

専
決
処
分
し
た
の
で
、
報
告
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育

長
の
給
料
に
つ
い
て
、
国
家
公
務

員
の
特
別
職
に
お
け
る
給
与
の
改

定
を
踏
ま
え
、
期
末
手
当
の
支
給

月
数
を
改
め
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
し

て
、
人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人

事
委
員
会
勧
告
に
よ
る
給
与
改
定

に
準
じ
た
改
定
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
、
河

野
計
之
氏
の
任
期
が
平
成
30
年
12

月
24
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
後
任
委
員
と
し
て
西
浦

希
実
子
氏
を
任
命
し
よ
う
と
す
る

た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
得
ま
し
た
。

●
学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
共

同
化
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ

い
て

　

市
町
村
立
学
校
に
お
け
る
事
務

の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、
徳
島

県
内
の
全
市
町
村
に
お
い
て
、
共

同
利
用
型
の
学
校
業
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
石

井
町
の
学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
共
同
化
に
関
す
る
事
務
を
徳
島

県
に
委
託
す
る
た
め
、
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
町
道
天
神
30
号

線
の
区
間
を
天
神
１
７
７

－

３

～
天
神
５
５
１

－

１
か
ら
天
神

１
７
７

－

３
～
天
神
５
４
８

－

１
に
、町
道
天
神
36
号
線
の
区
間
、

天
神
６
６
９

－

１
～
天
神
６
８
１

－

１
の
延
長
を
２
９
１
ｍ
か
ら

２
９
４
．７
ｍ
に
変
更
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
町
道
高
畑
西
19
号
線

の
区
間
、
高
畑
１
３
４
１

－

８

～
高
畑
１
３
３
２
の
延
長
を
70
．

４
ｍ
か
ら
89
ｍ
に
変
更
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　

道
路
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
町
道
高
畑
東
52
号
線

の
区
間
、
高
畑
６
６
２
を
廃
止
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

●
平
成
30
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

２
億
６
７
１
万
９
千
円

予
算
の
総
額

94
億
５
，１
８
５
万
８
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

補
正
額　

△
４
２
万
４
千
円

予
算
の
総
額33

億
２
０
６
万
２
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

補
正
額

△
３
，５
６
９
万
９
千
円

予
算
の
総
額12

億
７
，９
７
９
万
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
額

△
８
９
万
２
千
円

予
算
の
総
額28

億
１
，１
７
１
万
円

専
決
処
分
事
項
の
報
告

条
例
の
一
部
改
正

人

事

そ

の

他

補

正

予

算

　
第
４
回
定
例
町
議
会
の

「
町
政
の
概
要
」
は
、
次
号

の
広
報
（
３
月
15
日
発
行
予

定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り

　

平
成
30
年
第
４
回
定
例
町

議
会
を
平
成
30
年
12
月
3
日

か
ら
14
日
ま
で
の
12
日
間
の

日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

町
提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

あなたのスマートフォンに、
暮らしに役立つ情報をお届け！

ＱＲコード
いしいアプリ

広 報 い し い � 平成31年 1 月15日 （ 6 ）第206号



石井町空き家バンクに関するお問い合わせはこちらまで
石井町総合政策課　☎ 088－ 674－ 7503（平日午前8時30分～午後5時15分まで）

石井町空き家バンク　インターネットサイト URL（アットホーム版）
https://ishii-t36341.akiya-athome.jp

◦ 調査結果をもとに、空き家を石井町空き家
バンクに登録します。

◦ 登録した空き家は、インターネットを介し
て、全国の空き家を探している方が閲覧し
ます。

Stepステップ 2 ： 空き家バンクへの登録

◦ 空き家の所有者と利用希望者との間には、
専属の宅地建物取引士が入り、両者からの
相談や、契約の締結までお手伝いするため、
とても安心です。

Stepステップ 3 ： マッチング及び契約の締結

安心してお取引ができました！

　石井町では、空き家を有効に活用していただくため、石井町空き家バンクを設置しています。
　石井町空き家バンクでは、現在ご所有の空き家を「売りたい」「貸したい」方が、専用のインターネッ
トサイトに物件情報を登録し、全国の空き家を「買いたい」「借りたい」方に情報公開しています。

石井町空き家バンク制度のご案内
あなたの空き家を活用しませんか？

専門家の調査で安心！

空き家の調査をします！

※空き家の状態によっては登録できない場合もあ
ります。
※空き家判定士による調査には 8 万円が必要とな
りますが、うち 7万円を石井町が補助します。

専【空き家バンクのご利用方法】

◦ 登録希望の方は、まず役場（総合政策課）
までご相談ください。

◦ 原則として居住可能な空き家が対象となり
ます。

◦ 空き家判定士（建築士）が、登録希望物件
の間取り図作成や傷みの調査などをおこな
います。

Stepステップ 1 ： 登録希望物件の調査

広 報 い し い（ 7） 平成31年 1 月15日 第206号



「視聴覚障がい者支援セン
ター巡回相談」について

　見えない・見えにくいことによ
るお困りごと相談会を実施しま
す。
　見えない・見えにくいことで生
活面の不便に感じること、不安に
思うことがある方は、この機会に
ご相談ください。申し込みは不要
です。
　また、白杖などの補装具や拡大
読書器などの日常生活用具、視覚
障がい者向け便利グッズ等もご紹
介します。
　身体障がい者手帳の有無は問い
ません。
日　時　２月５日（火）
　　　　午後１時～４時
場　所　石井町役場１階　相談室Ｃ
問〒 770－0005
徳島市南矢三町二丁目１－59
視聴覚障がい者支援センター
湯浅、阪井　☎ 631－1400

民生・児童委員活動について

　現在、見守り対象者のために、
重点的に訪問調査活動を行ってお
ります。個人情報は守られますの
で、訪問調査に対してご協力くだ
さい。
問福祉生活課　☎674－1116

固定資産税（償却資産）の申告

　固定資産税における償却資産
（土地や家屋以外の事業用資産）

の所有者は、地方税法第 383 条の
規定により、毎年１月１日現在町
内に所有する償却資産の内容（資
産の名称、取得年月、取得価額、
耐用年数等）について申告書を作
成し、提出してください。
　太陽光発電設備も償却資産に該
当し、申告の対象となる場合があ
ります。
提出期限　１月 31 日（木）
提出先　税務課固定資産税係
問税務課　☎ 674－1115

国保喪失の手続きは
お済みですか

　国民健康保険に加入されていた
方が、社会保険等の他保険に加入
された場合、国民健康保険を喪失
する手続きが必要になります。手
続きをされないと、国民健康保険
の資格がそのまま残り、保険料が
かかってしまいますので喪失の手
続きをお願いします。
※手続きに来られる際は
◎新しく交付された保険証
◎国保の保険証
◎印鑑
◎マイナンバー�
をお持ちの上、石井町役場住民課
までお願いします。

（注意）国保加入者の方が、75 歳
到達により後期高齢者医療制度に
移行された場合は、手続きの必要
はありません。
問住民課　☎ 674－1114

～新成人の皆さんへ～
20 歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったときや
いざというときの生活を、現役世
代みんなで支えようという考えで
作られた仕組みです。具体的に
は、若いときに公的年金に加入し
保険料を納め続けることで、年を
とった時や、病気やケガで障がい
が残ったとき、家族の働き手が亡
くなったときに、年金を受け取る
ことができる制度です。
　国民年金のご相談・手続き等に
ついては、石井町役場住民課（☎
674－1114）または徳島北年金事
務所（☎ 088－655－0200）までお
問い合わせください。

徳島に住んでいる外国人の英語の
先生方によるユーモアたっぷりの英

語劇「アラジン 新しい世界へ」

日　時　３月３日（日）
　　　　午後３時～５時（予定）
開　場　午後２時 30 分～
場　所　中央公民館
入場料　無料
主　催　AJET徳島
◎ �2 月以降に CATV等で広報予
定です。

問 �石井町国際交流協会（学校教育
課用）　☎ 674－7505

　空き家問題解決の専門家集団『NPO徳島県空き家
問題解決支援センター』が主催するセミナー＆専門家
相談会に参加して、早期の問題解決への第一歩を踏み
出しませんか‼
　空き家の売却・賃貸・解体・相続・税金・管理・境
界などでお悩みの皆様はぜひご参加ください。

日時：平成31年

　　3月 2日（土曜日）
　　　午後 1：00 から 4：00

場所：石井町地域防災交流センター
　　　（石井字石井365－1）

空き家問題解決セミナー
専門家相談会＆空き家バンク登録相談会

石井町の空き家問題を考える！

同時
開催

すべて参加費無料

問総合政策課　☎ 674－7503

広 報 い し い � 平成31年 1 月15日 （ 8 ）第206号



催　し

徳島市消費者センター
講座のご案内

○くらしの講座
日　時　１月 21 日（月）
　　　　午後１時30分～午後２時30分
内　容　�お早めの準備を！終活と

エンディングノートの作
り方

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦
○リフォーム講座
日　時　１月 24 日（木）
　　　　午後１時～午後４時
内　容　�残り毛玉で作る「暖かい

オリジナル帽子」
準　備　�お好み色の毛糸（２玉程

度）・かぎ針・棒針
場　所　�アミコビル２階　アミコ

ミーティングルーム
対　象　�徳島市・石井町・神山町・

佐那河内村在住の方
受講料　無料
問徳島市消費者センター

☎ 088－625－2326

募　集

平成31年度給食用物資
納入業者登録申請の受付

　申請書の交付および受付は、給
食センターで行います。
受付期間　
　2月 1日（金）～ 15 日（金）
　午前８時 30 分～午後５時
　（土・日・祝祭日を除く）
給食用納入物資内訳
　�冷凍食品・乾物・缶詰／精肉・
鶏肉・加工品／青果物（米・野
菜・果実）／鮮魚練製品／豆腐・
油揚げ／調味料

問給食センター　☎ 675－1210

徳島ファミリー・サポート・
センター出張説明・登録会

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育
ての応援ができる」と思う方が会
員登録をし、子育ての相互援助を
有料で行うところです。（会員登
録は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　１月 29 日（火）
　　　　午後１時～午後４時
場　所　石井町役場１階会議室
◎印鑑をお持ち下さい。
問徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎ 611－1551 または、子育
て支援課☎ 674－1623

満18歳から29歳の
投票立会人募集

　石井町選挙管理委員会では、若
い方に選挙を身近に感じていただ
くために、満18歳から29歳の方々
の投票立会人を募集しています。
　立ち会いをする場所は自分の投
票する投票所で、立ち会いをする
日時は、投票当日（午前７時～午
後８時）です。
応募資格　�満 18 歳から 29 歳で石

井町の選挙人名簿に登
載されている方

報酬額　13,000 円
　　　　（昼食・夕食付き）
応募方法　�登録申込書を記入し、

石井町選挙管理委員会
（石井町役場住民課）
へ提出してください。

問住民課　選挙担当　
☎ 674－1114

放送大学
4 月生募集のお知らせ

　放送大学は、2019 年４月入学
生を募集しています。
　10 代から 90 代の幅広い世代、
約９万人の学生が、大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々
な目的で学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文
学・情報・自然科学など、約 300
の幅広い授業科目があり、１科目
から、学ぶことができます。
出願期間　
　第１回　２月 28 日まで

　第２回　３月 17 日まで
◎�資料を無料で差し上げています
ので、お気軽にご請求ください。

問放送大学徳島学習センター
☎ 602－0151

暮らし

健康相談・体操教室

日　時　１月 17 日（木）
　　　　２月 14 日（木）
　　　　３月 14 日（木）
健康相談（要予約）

午後１時～午後３時
体操教室　午後３時～午後４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の40歳以上の方
参加費　無料
問保健センター　☎ 674－0001

高川原福祉会館だより

障害者控除対象者認定書を
発行します

　障害者手帳の交付を受けてい
ない場合でも、65 歳以上の方で、
身体の障害または認知症の状態が
一定の基準に該当すると町が認定
した方に、�確定申告等により税の
所得控除を受けられる「障害者控
除対象者認定書」を交付します。
対象者　�65 歳以上で、要介護１

以上の認定を受け、一定
の基準を満たした方。

※�要介護認定を受けている方でも
障害者控除の対象にならない場
合があります。

申請方法　�申請者の印鑑をご持参
の上、長寿社会課窓口
までお越しください。

問長寿社会課　☎ 674－6111

「お知らせ」は、こちらからお読みください

お知らせ
Information

職業相談 人権相談

日　程 1月17日（木）
3月14日（木）

2月14日（木）
3月14日（木）

時　間 午後1時半～3時半 午後1時～4時

相談員 ハローワーク職員 石井町人権擁護委員

「成年後見」無料相談

日　程 1月22日（火）・2月26日（火）

時　間 午後3時～5時

相談員 行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）

場　所 高川原福祉会館　☎674－0403
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徳島税務署からのお知らせ

【お問合せ先】　徳島税務署　〒770－0847　徳島市幸町三丁目54　☎（088）622－4131
　　　　　　　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

確定申告会場  　　   　は、
2月 18日 (月 )からです！

所得税及び復興特別所得税・
贈与税・消費税及び地方消費税

※　2月 17日以前は、申告会場を設けておりませんので、ご注意ください。

開設場所　アスティとくしま（徳島市山城町東浜傍示１－１）

開設期間　平成 31 年 2 月 18 日（月）～ 3 月 15 日（金）　
                ※土曜日・日曜日は閉庁日となっております。ただし、2月24日と3月3日は開場します。

受付時間　午前 9 時～午後 4 時（混雑時には、受付を早めに締め切ることがあります。）

　　　　　　※  徳島税務署庁舎内には確定申告会場は設置しておりません。

Point 
1

Point 
2

Point 
3

国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用すると、
確定申告書が作成できますので、是非ご利用ください。
なお、作成した申告書はデータで送信（事前手続きが必要）又は、印
刷して提出することができます。

ご自宅のパソコン等から e-Taxで送信する場合は、本人確認書類を別途送付する必要は
ありません！

国税庁HPで申告書が作成できます！

マイナンバーをお忘れなく！

申告と納付期限等

＋

税　　　　　　　目 申告・納税期限 振替納税の口座振替日
所 得 税 及 び 復 興 特 別 所 得 税 3月 15日（金） 4月 22日（月）
個人事業者の消費税及び地方消費税 4月　1　日（月） 4月 24日（水）
贈 与 税 3月 15日（金） 振替納税はご利用できません

マイナンバー（12 桁）の記載 本人確認書類の提示又は写しの添付

【確定申告等作成コーナー】

消費税軽減税率制度説明会を開催します
※ 　軽減税率制度や事業者支援措置の理解を深め、準備を進めていただくため、次の日程に

より軽減税率制度の説明会を開催しますので、是非ご参加ください。
場　　所 日　　時

アスティとくしま 徳島市山城町東浜傍示 1－ 1
3月6日（水）

14時30分～15時30分
3月7日（木）

石井町中央公民館 名西郡石井町石井 480－ 1 3月18日（月） 13時30分～14時30分
小松島市保健センター 小松島市小松島町字新港 9－ 10 3月28日（木） 13時30分～14時30分

予約不要！
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◇公的年金等の申告相談
　公的年金等の所得がある方で、所得税の還付等の
申告が必要な方は、次の期間に申告相談にお越しく
ださい。

期間

藍畑地区 2月12日
午前9時～午前11時30分　

高原地区 2月12日
午後1時～午後3時30分

浦庄地区 2月13日
午前9時～午前11時30分

高川原地区 2月13日
午後1時～午後3時30分

石井地区
2月14日
午前9時～午前11時30分
午後1時～午後3時30分

□ eLTAX（エルタックス）による地方税電子申告
　石井町では、地方税ポータルシステム（エルタッ
クス）を利用した地方税の電子申告や申請、届出が
可能です。

【申告できる税目】
・法人町民税（中間・確定・修正申告等）
・個人住民税
　（給与支払報告書や特別徴収に係る手続）
・固定資産税（償却資産）
◎ ご利用の際には、パソコン環境や電子証明書、利
用届出などが必要です。詳しい利用方法について
は、エルタックスホームページ（http://www.
eltax.jp/）でご確認ください。
※エルタックスヘルプデスク  ☎0570－081459
　（上記の電話番号でつながらない場合

☎03－5500－7010）
受付時間：午前 9時～午後 5時
　　　　　（土・日・祝日、年末年始除く） 

◇石井町の申告相談
　所得税の申告義務のない方も、住民税や国民健康
保険税の算定等で申告が必要な方は、次の期間に申
告相談にお越しください。

期間

藍畑地区 2月15日・18日

高原地区 2月19日～21日

浦庄地区 2月22日・25日～27日

高川原地区 2月28日～3月1日・4日～6日

石井地区 3月7日～8日・11日～14日

全地区 2月23日・3月15日

時間 午前9時～午前11時30分
午後1時～午後3時

※ 土・日を除く。ただし、2 月 23 日（土）は受付
します。

◎ 混雑緩和のため、原則として決められた相談日に
申告相談を受けてください。　　
◎ 医療費控除の申告をされる方は、支払った医療費
及び保険金などで補填される金額を集計した上、
申告相談にお越しください。
◎ 農業、営業等の事業所得及び不動産所得がある方
には、上記の期間とは異なる日時で通知を行う場
合があります。収支内訳書を作成の上、通知され
た日時に申告相談にお越しください。

◆収支内訳書作成コーナー
　確定申告相談会では、次の期間に収支内訳書作成
コーナーを開設します。収支内訳書の作成が困難な
場合は、開設期間中にお越しください。
　開設期間　2月12日～3月4日
　　　　　　（土・日を除く）
　時　　間　午前 9時～午前 11時 30分
　　　　　　午後 1時～午後 3時

　多くの方が円滑に申告できますようご理解とご協
力をよろしくお願いします。

◦確定申告相談会について◦
　平成 31年 2月 12日から確定申告相談会を石井町役場 2階大会議室で開催します。確定申告には、
マイナンバーの記載及び本人確認が必要です。申告相談を受けられる方は、番号確認書類及び本人確認
書類をお持ちの上、お越しください。※案内ハガキが届いていない方も受付できます。

問石井町役場　税務課　☎ 674－1115

税務課からのお知らせ
広 報 い し い 平成31年 1 月15日 第206号（11）



BOSAI

【訓練内容】

【実施日時】
平成31年

1月20日（日）
午前9時～午前11時

【訓練会場】
石井中学校体育館

　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
今年は、住民の皆様による避難所運営訓練を予定しています。ご近
所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

　南海トラフ巨大地震を想定した、石井町防災訓練を実施します。
今年は、住民の皆様による避難所運営訓練を予定しています。ご近
所、自主防災会等でお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

●避難訓練（午前9時）訓練開始
　　午前9時に、防災行政無線、消防団各詰所のサイレンが鳴ります。
　　各自主防災会等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。

●防災訓練・体験等（午前9時30分～午前11時）
　　地震体験車・AED講習・消火器訓練・避難所運営訓練

※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。
　周辺以外の方については、車で来られても訓練にご参加いただけます。
　（駐車場：石井町役場・JA名西郡本所）

　防災対策課　☎674－1171

●避難訓練（午前9時）訓練開始
　　午前9時に、防災行政無線、消防団各詰所のサイレンが鳴ります。
　　各自主防災会等で安否確認を行い、石井中学校まで避難してください。

●防災訓練・体験等（午前9時30分～午前11時）
　　地震体験車・AED講習・消火器訓練・避難所運営訓練

※避難について
　石井中学校周辺の方は、できるだけ徒歩での参加をお願いします。
　周辺以外の方については、車で来られても訓練にご参加いただけます。
　（駐車場：石井町役場・JA名西郡本所）

　防災対策課　☎674－1171問

平成30年度 石井町防災訓練に参加しましょう平成30年度 石井町防災訓練に参加しましょう

問石井町水道課　☎ 674－1141

水道管の
凍結防止について

○凍結しやすい水道管
　◦屋外にむき出しになっている水道管
　◦北向きにある水道管
　◦風当たりの強いところにある水道管

○水道が凍ってしまった場合
　 　蛇口が凍ったときには、凍ってしまった部分にタオルなどを被せて、その上からゆっくりとぬる
ま湯をかけてください。

　　※ 急に熱いお湯をかけると、管や蛇口がひび割れたり、破裂したりすることがありますのでご注
意ください。

○水道管が破裂してしまった場合
　◦メーターボックス内のバルブを閉めて水を止めてください。
　◦ 水道メーターから家屋内の蛇口までの漏水については、水道課では修理できませんので修理は「石
井町指定給水装置工事事業者」にご依頼ください。

　町内の指定給水装置工事事業者は、石井町ホームページに掲載しております。

　冬の冷え込みが厳しいとき、水道管が凍結・破
損する事故が数多く発生しています。

このような　凍結を防ぐ方法　として、

厚手の布や保温材などを水道管に巻き付け、蛇
口までを完全に包むようにし、その上からビ
ニールなどを巻くと、さらに効果的です。
　また水道メーターを保護するためにメーター
ボックスの中に、使い古しの毛布や布切れ、発
砲スチロール等を入れ保温してください。
　修理に多額の費用がかかるため凍結対策を
しっかりと行いましょう。

広 報 い し い � 平成31年 1 月15日 （12）第206号



　入学支度金制度とは、ひとり親家庭の子育てや教育に要する費用負担を軽減することで、児童
の健全な発育と定住の促進を目的とした制度です。

◆支給要件
　平成31年 2月 1日時点で、1年以上前から継続して石井町に住民
票をおいて居住しているひとり親で、平成31年度に小学校又は中学
校に入学する児童を養育している方。
　ただし、児童が養子縁組により養父母に養育されている場合や、
児童の父又は母の配偶者（事実婚を含む）に養育されている場合は
対象外です。詳しくは、お問合せください。
◆支給額　対象児童１人につき、3万円
◆申請
　平成 31年 2月 1日～平成 31年 2月 28日の期間に、子育て支援課で申請をしてください。
　申請に必要な物・・・印鑑、預金通帳（ひとり親の方の名義）の写し
　　　　　　　　　　　児童扶養手当証書や戸籍謄本等のひとり親であることが確認できるもの

　子育て支援課　☎674－1623

入学支度金を支給します入学支度金を支給します

問

問詳しくは、石井町ホームページまたは
　総務課☎674－1111、教育委員会☎674－7505まで

◦教育委員会臨時職員等　2月  9  日（土）
◦石井町臨時職員　　　　2月 10日（日）
1月21日（月）～2月1日（金）　午前 8 時 30 分～午後 5 時　（土・日曜日を除く）

一般事務・図書室司書・保育士・栄養士・用務員・調理員
作業員・公民館事務など

◎ 障がい者を対象とした石井町臨時職員・教育委
員会臨時職員等の募集も同時に行います。

平成31年度  石井町臨時職員・教育委員会臨時職員等募集
試験日

受　付

職　種

年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が
選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、
有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています

広 報 い し い 平成31年 1 月15日 第206号（13）
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石井町在宅医療 ･ 介護連携推進事業
問名西郡医師会事務局　☎ 674－2178

　医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域でいつまでも自分らしく暮らし続けるためにはどうす
れば良いのか、自分自身や家族の将来について考えてみませんか？
　参加費無料で、事前申し込みも不要です。
　ぜひご参加ください。

終活 ･看取りについての講演会を開催します

日時：平成31年
　　　3月 10日（日）
　　　10時～11時30分（受付は 9 時30分～）

場所：石井町中央公民館（藤ホール）

講師：木下ファミリークリニック　
　　　　　　　　　　院長　木下　英孝　氏

演題：｢人生のハッピーエンドを迎えるために
　　　　　　　　　　　～できれば自宅で最期まで～｣

問石井町社会福祉協議会　☎ 674－0139
※事業に関するお問合せは石井町長寿社会課　☎674－6111まで

生活支援コーディネーターをよろしくお願いします
生活支援コーディネーターとは ……
　石井町では平成30年 4月に生活支援体制整備事
業を実施しており、生活支援コーディネーターを
配置しています。
　生活支援コーディネーターの主な仕事は、
　①地域の方にどのような困りごとが多いのかの把握。
　②地域の宝物探し。
　　（人が集まる場、地域での助け合い、支え合い活動）
　③人と人、人と場、人と支援等をつなぐ。

生活支援体制整備事業とは ……
　高齢になっても、できるだけ住み慣れた地域で、
元気で生きがいを持って過ごせるような仕組みづ
くりを行います。
　例えば……
　　ちょっとした家事のお手伝い、
　近所同士での見守り、居場所づくりなど

生活支援
コーディネーター

石井町社会福祉協議会

堀岡友香子さん

人と支援 人と人

人と場

思い・心

情報

広 報 い し い 平成31年 1 月15日 第206号（15）



巡 回 日 程
２月・３月

利用できる方利用できる方
☆住民票が町内にある方
☆通勤通学先が石井町の方

必要なもの必要なもの
☆貸出カード　
※初めての方は、その場で申
請・発行できます。本人確
認のため、免許証や保険証
をご持参ください。

本の返却本の返却
☆次の巡回日ま
でにご返却く
ださい。

移動図書館車「ふじっこ２号」
　　　　まもなく巡回開始します！
移動図書館車「ふじっこ２号」
　　　　まもなく巡回開始します！

ご利用上の
お願い

平成31年２月15日（金）
10時から

石井町役場　玄関前

日 時

場 所

４月からの
各地区

巡回場所です

【石井地区】
石井小学校尼寺分校
曽我団地

【浦庄地区】
浦庄分館
ファミリーマート浦庄店

【藍畑地区】
藍畑分館
阿部歯科駐車場（竜王）

【高川原地区】
石井町役場
高川原簡易郵便局 / フジグラン

【高原地区】
高原小学校西駐車場
阿波食ミュージアム

●
 • • • ●

 • • • ● • • • ● • • • ● • 

• • ●
 • • • ●  • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • •

 •
 ●
 •
 •
 •
 ●
 •
 •
 •
 ●
 •
 •
 • 

  •
 ●
 •
 •
 •
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 •
 •
 •
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 •
 •
 •
 ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • • • ● • • • ● • • • ● • • •

• • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • • ● • • •

• 
• 
• 
●
 •
 •

「ふじっこ２号」
お披露目式の
お知らせ

「ふじっこ２号」
お披露目式の
お知らせ

お披露目式の後、貸出しも行います。

巡回日 巡回場所 時　間 巡回日 巡回場所 時　間
２月中旬
～３月初め

（お披露目式後…）
町内の各保育所、幼稚園の読み聞かせ行事の日に訪問します‼お楽しみに…(^^)v　

３月 13日
（水）

石井小学校尼寺分校 10：00～11：00 ３月 14日
（木）

浦庄分館 10：00～11：00

〃 14：00～15：00 〃 14：00～15：00

３月 15日
（金）

石井町役場 10：00～11：00 ３月 20日
（水）

高原小学校西駐車場 10：00～11：00

〃 14：00～15：00 〃 14：00～15：00

３月 22日
（金）

藍畑分館 10：00～11：00 ３月 27日
（水）

高川原簡易郵便局 10：00～11：00

〃 14：00～15：00 〃 14：00～15：00

雨天の場合は日程を変更することがあります。
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畑
分
団
第
５
部　

団
員

小
川
　
裕
大

高
川
原
分
団
第
２
部　

団
員

森
澤
　
紀
弘
　

高
川
原
分
団
第
３
部　

団
員

坂
尾
　
彰
崇

石
井
分
団　

第
１
部　

部
長

久
米
　
彰
一

石
井
分
団　

第
１
部　

団
員

中
西
　
明
良

石
井
分
団　

第
２
部　

部
長

仁
木
　
　
宏

石
井
分
団　

第
３
部　

団
員

森
　
　
拓
海  

石
井
分
団　

第
７
部　

団
員

松
本
　
敏
彦

石
井
分
団　

第
７
部　

団
員

村
山
　
真
二

石
井
分
団　

第
９
部　

団
員

川
野
　
功
人

浦
庄
分
団　

第
２
部　

団
員

佐
原
　
義
和

浦
庄
分
団　

第
３
部　

団
員

金
山
　
英
二
　

浦
庄
分
団　

第
４
部　

団
員

後
藤
　
善
造

高
原
分
団　

第
１
部　

班
長

鳥
取
　
寛
史

高
原
分
団　

第
１
部　

団
員

山
口
　
孝
広

高
原
分
団　

第
４
部　

団
員

祖
上
　
俊
郎

藍
畑
分
団　

第
３
部　

団
員

上
安
　
広
喜

藍
畑
分
団　

第
４
部　

団
員

板
東
　
謙
詞

高
川
原
分
団　

第
１
部　

団
員

久
米
川
貴
志

高
川
原
分
団　

第
１
部　

団
員

以
西
　
克
敏

高
川
原
分
団　

第
２
部　

団
員

澤
　
　
英
明

高
川
原
分
団　

第
５
部　

団
員

坂
口
　
正
敏

〔
防
犯
功
労
〕

石
井
町
消
防
団　

高
川
原
分
団
副
分
団
長

吉
田
　
幸
司　

石
井
町
消
防
団　

高
原
分
団
第
４
部
部
長

片
岡
　
秀
雄

石
井
町
消
防
団　

高
川
原
分
団
第
４
部
部
長

田
中
　
憲
博

平
成
31
年 

石
井
町
消
防
出
初
式

　

新
春
恒
例
の
石
井
町
消
防
出

初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
活
動
等
に
功
労
の
あ
っ
た
団

員
の
方
々
に
表
彰
状
や
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、今
年
は
73
名
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
県
知
事
表
彰

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

徳
島
県
消
防
協
会

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

石
井
町
長
表
彰

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

石
井
警
察
署
長
感
謝
状

（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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石
井
町
の
歴
史
写
真
館

ッ
プ
ッ
プ
ッッ
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イ
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イ
ム
イ
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イ
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ふふふふふふふ

しししししししし
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つつつつつつつ
かかかかか

ななななな
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な
つ
か
し
い
ふ
る
里
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ―

館館館館館館
真真
館館館館
真真真真
館館館館館館

写
真
写写写写写
真真真真真真真
写
真

史史史史史史
写写写写写写写写
真真真真真

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史

ののの
歴歴歴歴歴
ののののののののののののののののの
歴歴歴歴

町
の
町町町町町町町
のののの
町
の
町町町町町町町
のののの

井井井井井井井井井井井井
町町町町町
井井井井井井
石石石石石
井井井井井
石
井
石石
井井井井井井井
石石石石石石石石石石石石石石石石石石石

ののの

石
井
町
の
歴
史
写
真
館

　
小
学
校
の
学
生
服
・
帽
子
姿
で
、
桶
の
台
の
上
に
敷
い
た
ゴ
ザ
に
紐
を
巻
い

た
「
バ
イ
」（
ベ
ー
ゴ
マ
）
を
力
一
杯
投
げ
入
こ
む
男
の
子
た
ち
。
着
物
姿
の

子
は
幼
い
の
で
兄
た
ち
の
勝
負
に
ま
だ
寄
せ
て
も
ら
え
な
い
様
子
。

　「
バ
イ
」
は
「
ベ
ー
ゴ
マ
」（
鉄
製
の
コ
マ
）
の
こ
と
。
数
人
で
ゴ
ザ
の
台
に

ゴ
マ
を
投
げ
込
み
、
相
手
の
コ
マ
を
弾
き
飛
ば
す
と
い
う
少
々
危
な
っ
か
し
い

男
の
子
の
遊
び
。
勝
ち
残
る
と
バ
イ
を
全
部
、
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
勝
負
事
で
も
あ
っ
た
。

　
子
供
の
遊
び
は
時
代
を
反
映
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
戦
前
で
は
男
の
子
は
、

バ
イ
や
メ
ン
（
面
子
）・
陣
取
り
・
竹
馬
・
杉
鉄
砲
な
ど
の
野
外
の
遊
び
、
女

の
子
は
、
糸
と
り
・
お
は
じ
き
・
お
じ
ゃ
み
な
ど
室
内
の
遊
び

に
夢
中
に
な
っ
た
。

　
普
段
は
家
の
手
伝
い
や
子
守
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
子
ど
も
た

ち
も
正
月
に
は
解
放
さ
れ
、
寒
風
の
吹
く
日
に
は
、
男
の
子
も

女
の
子
も
田
畑
や
空
き
地
で
日
が
暮
れ
る
ま
で
「
凧
揚
げ
」
に

興
じ
た
。
テ
レ
ビ
も
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
も
な
い
野
外
で
の
活
動

的
な
遊
び
が
中
心
の
時
代
だ
っ
た
。（『
石
井
町
史
』下
巻
　
民
俗
編
　
参
照
）

「
バ
イ
」（
ベ
ー
ゴ
マ
）遊
び
（
昭
和
10
年
代
）

第35回
思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。

問 石井町「広報いしい」係　☎674－7503

「役場一般封筒」有料広告募集
　自主財源の確保と町民サービスの向上、地域経済の活性化を図るため、役場の各課窓口に設置す
る「一般事務用封筒」に広告を掲載する事業者等を募集します。

広告の募集内容

募　集　対　象　民間企業及び個人業者

募　集　期　間　平成31年1月15日（火）～2月15日（金）

封筒の使用期間　平成31年4月1日～広告掲載封筒がなくなるまで

問 申し込み方法等、詳しくは、石井町ホームページ
　または  総務課（☎ 674－1111）までお問い合わせください。

※広告掲載料は、消費税等を含んだ金額です。
※広告については、単色（青色）になります。
※ 広告原稿作成に要する経費は、広告主の負担となります。

広告を掲載する封筒 作成枚数 広告枠の規格 募集枠数 掲載料（1枠）

長形 3号裏面
（縦 235㎜×横 120㎜）

4,000枚
小：縦40㎜×横90㎜ 2枠 12,000円

大：縦84㎜×横90㎜ 1枠 24,000円

角形20号裏面
（縦 324㎜×横 229㎜）

2,000枚
小：縦74㎜×横90㎜ 2枠 10,000円

大：縦74㎜×横184㎜ 1枠 20,000円

広 　告
74×90

広 　告
74×184

広 　告
74×90

（角形20号）

広 　告
40×90 広 　告

84×90広 　告
40×90

（長形3号）

広 報 い し い � 平成31年 1 月15日 （18）第206号



資源ごみ　分別したら　たからもの♪

問環境保全課（清掃センター内）　☎ 674－6842

「プラスチック製容器包装　分別排出のポイント」
を 石井ＣＡＴＶで放送します！

放送予定日：1月20日（日）27日（日） 2月3日（日）10日（日）
放送予定時間：①6:30　②12:30　③15:00　④18:30　⑤22:00

お知らせ
　クリーンセンターでは維持補修工事
のため次の日のし尿等の受け入れを休
止します。

受入休止日　3月 1日（金）

　石井町は、ごみの分別が多く、ごみを出すのにとても手間が
掛かります。19 種類にも分別する必要があるんですか？

誤った出し方は危険！ルールを守ったごみ出しを！

Ｑ
　石井町では、ごみ処理の方法や費用、リサイクルの観点から分別
の多様化が進んでいます。

　『燃やせるごみ』や『燃やせないごみ』は 1 トン当たり 2 万円以上の処理
費用が掛かりますが、空きビンや容器包装（紙製・プラスチック製）、ペッ
トボトルは、製造メーカーが処理費用の 86～ 100％を負担しますので、石
井町が実際に負担する金額は 1 トン当たり 1 千円以下で済みます！ 

　また、空き缶や金属類、新聞、雑誌、段ボール、飲料用紙パック、古着・布類は、売却できるため、
収入になります。
　つまり、分別ルールを守った「ごみ出し」をすればするほど、税金の無駄遣いを無くすことが
できるため、ほかの行政サービスを提供しやすくなります！

　石井町では、運搬時や選別作業時に「カセットボンベ」が原因で出火する事例が確認されています。
作業員が負傷する恐れもありますので、非常に危険です。
　そのため、「カセットボンベ」や「スプレー缶」をごみとして出す場合は、中身を出し切り、穴を開け
てから「燃やせないごみ」の指定袋に入れて出していただくよう、ご協力をお願いしています。
　ガス抜き・穴開け作業をする際は、必ず、風通しがよく、火の気のない屋外
で行ってください。
　スプレー缶の中には、商品としての「内容物」の外に、噴射剤として、可燃
性で引火性が高く、空気よりも重い「ガス」が含まれているため、窓を閉め切っ
た室内での作業は厳禁です！
　必ずルールを守ったごみ出しにご協力をお願いします。

 
 
 
 
 
 
 

あなたは、どの「ごみ箱」に捨てますか？

Ａ

広 報 い し い 平成31年 1 月15日 第206号（19）



まちのうごき
平成30年10月1５日～12月1４日届出分（敬称略）

  世帯数 10，6４0世帯
  男　性 12，330人
  女　性 13，637人
　　計　 2５，967人

平成31年 1 月 1 日現在

人 口

 ご結婚おめでとう 

お悔やみ申し上げます

松山ヤス子　87歳（桜　間）
久米　節夫　71歳（市　楽）
山口　文子　80歳（下　浦）
松家美代子　88歳（西覚円）
久米　富子　94歳（石　井）
白川　徳惠　87歳（諏　訪）
富永　幸一　97歳（中　島）
酒井　邦蔵　87歳（下　浦）
片岡　靜子　94歳（中　島）
後藤　博子　72歳（桑　島）
木内惠美子　96歳（中　島）
水口　　瞳　77歳（白　鳥）
野口美代子　94歳（重　松）
植田　洋二　94歳（石　井）
山村　昌子　80歳（諏　訪）
犬伏　愛子　88歳（諏　訪）
島田　忠雄　91歳（南　島）
藤本　　満　64歳（高　畑）
尼寺ヨシ子　90歳（高川原）
齋　　鶴一　92歳（下　浦）
中村　重夫　85歳（石　井）
北島　淳平　79歳（上　浦）
前田　和夫　92歳（高　畑）

※広報掲載については、石井
町へ届け出された方で掲
載を希望された方のみ、掲
載しております。

飯尾　一真（城ノ内）
板橋　　唯（宮城県）

吉田　祐司（石井）
戸島　明子（石井）

河野　真典（石井）
小名　美華（平島）

塚　　大地（徳島市）
藤倉　陽奈（内谷）

岡本　大志（中島）
千石由佳里（鳴門市）

坂尾　康太（下浦）
播磨　采奈（美波町）

藤川　侑己（高川原）
山口智恵美（高川原）

中川　章平（高川原）
片山　由樹（高川原）

大石　和俊（竜王）
黒坂　美咲（徳島市）

岡部　隆幸（諏訪）
小田　芳栄（関）

平岡　　準　朔
はじめ

（西高原）　　　朱未 

田中　　圭　七
なな

海
み

（高川原）　　　里海 

桒村　崇生　香
か ほ

帆（西高原）　　　慶子 

岡田　天斗　小
こ は ね

羽音（石井）　　美沙季 

六車　正博　太
た

一
いち

（石井）　　　絢菜 

稲垣　洋志　遥
はるか

（高川原）　　　彩可 

宮本　朋和　幾
いく

守
ま

（高川原）　　　衣里 

小田　　凌　理
り き

貴（石井）　　すみれ 

中本　貴大　優
ゆ め こ

愛子（高川原）　　　知子

近藤　崇之　和
かず

杜
と

（石井）　　　味佳 

河野　　晶　吏
り と

翔（桜間）　　　美沙

松尾　成啓　蘭
らん

（高川原）　　由美子 

大石　哲也　心
こ

晴
はる

（高川原）　　　江梨 

岡田　直久　恵
え な

奈（石井）　　恵実以

武市　知己　帆
ほの

華
か

（天神）　　千惠子 

沖田　　篤　瞳
しずく

月（南島）　　　沙樹 

三原　一匡　柚
ゆ い

衣（高川原）　　　円香 

西岡　善生　季
き

咲
さき

（高川原）　　　絵里 

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝

｝
｝｝

｝
｝
｝ ｝

｝

 お誕生おめでとう 

「平成30年度石井町健康マイレージ事業」 応募締切は、3月8日です！
　健康マイレージ事業は、町民の皆様に楽しく健康づくりをして
もらうため、各種健康イベントへの参加や日々の目標達成などを
ポイント化し、記念品と交換するものです。
　役場や保健センターなどで配布しているマイレージカードに
30ポイントを集めて、保健センターまでご応募ください。ふじっ
こちゃんグッズなどをプレゼントします。
　応募締切は、平成 31年 3月 8日（消印有効）です。

問健康増進課（保健センター）　☎674－0001

広 報 い し い � 平成31年 1 月15日 （20）第206号



　みなさん、こんにちは。年末年始はいかがお過ごしでしたか？さて今回の
健康メモは、日本人のほとんどの人が取り過ぎてしまっている食塩について
お話します。

健康
メモ

　からだを維持するために必要なミネラルのひとつで、栄養吸収をサポートしたり、神経伝達のた
めに働いています。

１．食塩の役割とは

　日本人は和食などの食習慣から、１日の食塩摂取量は男性 10.8ｇ/日　女性 9.2ｇで全体的に
摂り過ぎています。（※平成28年国民健康･栄養調査より） ではどのくらいが適量なのでしょうか？　     

　一日の食塩摂取量については、以下のように示されています。

健康な成人
高血圧症の人
腎臓疾患がある人

男性
８．０ｇ未満
６．０ｇ未満（日本高血圧学会ガイドラインより）
３～６ｇ以内（厚生労働省　慢性腎臓病資料より）

女性
７．０ｇ未満 （日本人の食事摂取基準

〔2015年版〕より）

２．摂取してよい食塩量

　食塩を多く摂取　→血圧があがる（高血圧）　→全身の血管で動脈硬化が進行

脳卒中・心筋梗塞・腎臓疾患（腎不全）など、命に関わる病気が引き起こされる可能性があります。

３．食塩を取り過ぎるとどうなるの？

減塩を心がけましょう～自分でできる減塩の工夫

健康のための食生活改善①～食塩編～健康のための食生活改善①～食塩編～

その結果

①新鮮な食材を用いる　　　　･･･　食材の持ち味でうす味調理を
②塩の代わりに、香辛料・香味野菜や果物の酸味を利用
　　　　　　　　　　　　　　･･･　コショウ・七味・生姜・柑橘類の酸味を組み合わせて
③低塩の調味料を使う　　　　･･･　酢・ケチャップ・マヨネーズ・ドレッシングを上手に使う
④みそ汁は具だくさんに　　　･･･　同じ味付けでも減塩できます
⑤外食や加工食品（ハム・ソーセージ・かまぼこなど）は控える
　　　　　　　　　　　　　　･･･　食塩が多く含まれています
⑥漬け物は控える　　　　　　･･･　浅漬けで、できれば少量に
⑦むやみに調味料を使わない　･･･　まずは味付けを確かめて
⑧めん類の汁は残す　　　　　･･･　全部残せば 2～ 3ｇの減塩ができます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本高血圧学会資料より）

次回の健康メモは……「健康のための食生活改善②～糖質編～」についてお話します。
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生活改善グループ連絡協議会の方々が集まり、約 10 ｍの長い太巻
きを作りました。みんなでおいしくいただきながら、交流しました。

ボランティアグループあすなろ会が手作りのかかし「つるのおん
がえし」を製作し、石井幼稚園の子どもたちにお披露目しました。

石井町の農業関連産業推進を目的とし、主にミニトマトの
水耕栽培を行う、みのるファームが落成しました。

町無形民俗文化財の高川原勇獅子や、高川原幼稚園の子どもたちによるダ
ンス、模擬店やバザーなど、地域らしさを活かしたお祭りが開催されました。

石井町生活改善グループ連絡協議会　交流会

あすなろかかし

みのるファーム　落成式

高川原福祉会館祭

 11

 11

11

11

 7

 6

 6

 3

いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

石井自動車学校が運営する JUIDA 認定スクール「徳島ドローンスクー
ル」が開講しました。落成式の後、実際にドローンの操作を見学しました。

徳島ドローンスクール 11
22

国重要文化財に内定したことを記念して、見学会が行われました。普段見る
ことのできない武知家住宅の内部を見るため、たくさんの人が訪れました。

武知家住宅見学会 11
17

　100歳の誕生日を迎えられた以西さん
に、県と町からそれぞれ祝い状と祝い金
が贈られました。
　これからもどうぞお元気でお過ごし
ください。

以西ハナヱさん（高川原）
大正７年 11 月 7日生
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JA 名西郡本所で開催され、町内の生産者が育てた農産物が出品されま
した。表彰式後の即売会は新鮮で安全な野菜を求める方で賑わいました。

石井サッカースポーツ少年団の全国大会への出場が決ま
り、報告のため役場を訪れ、町長らのエールを受けました。

町民の皆様の暮らしを豊かにするため、役場の取り組みを多くの人に知ってもらいた
いとの思いから、石井町で発行している暮らしの便利帳を点訳してくださいました。

農産物品評会

全国大会出場

点訳サークル「ほほえみ」　暮らしの便利帳寄贈  12

 12

 12

人権週間（12 月４日～ 10 日）にあわせて中央公民館で開催。
人権作文優秀作品の表彰と発表、阿波木偶箱まわし保存会に
よる講演や名西高生による人権コンサートが行われました。

石井町総ぐるみ人権啓発研修大会 12
 1

15

17

17

あすなろ会が石井地区のひとり暮らし高齢者を招いて行う
毎年恒例の食事会。四季の会 ひまわりによる出し物や手
作りの昼食などを楽しみました。

ひとり暮らし高齢者ご招待お食事会 12
 4

中央公民館で行われ、書道・絵画・華道・写真・工芸など
の作品が展示され、芸能の部では日舞や朗読など、日頃の
文化芸術活動の成果が披露されました。

        第33回石井町文化祭 11
23

 11
25

おそろいの法被に身を包んだ石井幼稚園の園児たちが、拍
子木の音にあわせて「火の用心」を元気に呼びかけ、幼稚
園から役場、石井消防署までを歩いてパレードしました。

石井幼稚園防火パレード 11
27 ～

約30万個のＬＥＤでパーク内を彩り、大きなクリスマスツリーなど
幻想的で夢のある空間では、家族連れなど多くの方が楽しみました。

              石井ウインターイルミネーション 12
10

  1
 3～
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みんなの
ページだよ！

連 載 漫 画ふじっこちゃん四コマ漫画
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投　稿　写　真
遠藤　達郎さん（城ノ内）

11月３日、秋祭りが開催されま
した。

あすなろのかかしです。

　「国の教育ローン」は、高校、短大、大学、専修学校、各
種学校や外国の高校、大学等に入学・在学するお子さま
をお持ちのご家庭を対象とした公的な融資制度です。
●融資額
　お子さま１人につき350万円以内
●金利
　年1.78％　※母子家庭の方などは、年1.38％
　　　　　　　（平成30年11月12日現在）
●返済期間
　15年以内　※母子家庭の方などは18年以内
●ＨＰ　「国の教育ローン」で検索
●問い合わせ
　教育ローンコールセンター
　☎0570－008656（ナビダイヤル）
　または☎（03）5321－8656

アカウント
town_ishii

　石井町の魅力を、写真や動画とと
もに町内外の多くの皆様にＰＲす
るため、インスタグラムによる情報
発信をはじめました！
　皆様のフォローをお待ちしてい
ます♪

の魅力を、写真や動画とと
外の多くの皆様にＰＲす

石井町公式インスタグラムはじめました！

など
検索

イヤル

どは18年以内

ル）

8年以内以内

石井町のの魅力

は
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　○に入る言葉や数字は何でしょう。
【問１】　○○○住宅が、国指定重要文化財に内定しました！
【問２】　１月○日に、南海トラフ巨大地震を想定した石井町防災訓

練を実施します。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により2月15日（金曜日）役
場必着でご応募ください。抽選で、「1,000円の図書カード」（5名）、または「ふじっ
こちゃん　ストラップ」（5名）を進呈します。

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例

［問１］　○○○住宅
［問２］　○日
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意見・ご感想など

※11月号の答え「①ふじっこ　②12」
11月号の応募総数は38通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。【今号のふじっこちゃんグッズ】

ストラップ
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